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中退率

令和7年10月1日

963-8811

024-956-0160
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人国際総合学園 昭和32年10月22日 池田　祥護 新潟県新潟市中央区古町通二番町541番地
951-8063

025-210-8565

学校法人国際総合学園
国際医療看護福祉大学校

平成13年12月11日 佐藤　本実 福島県郡山市方八町2-14-9

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

医療 医療専門課程 臨床工学技士科 平成17（2005）年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
技術進歩の著しい生命維持管理装置・生体機能代行装置等の機器を操作する臨床工学技士に求められる高度な機器管理能力を育成するために、その原理から応用まで
様々な角度から学習を進め、医療機関・関連企業・在宅医療分野において幅広く活躍できる人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

東北で唯一、3年間の学習で臨床工学技士国家資格取得可能な専門学校
令和6年度退学率7.0％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和6年度卒業生）

23
■地元就職者数 (F) 14
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 96

61

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 32
■就職希望者数 (D)　　　　　： 24
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

一般財団法人太田綜合病院太田西ノ内病院、公益財団法人星総合病院、社会福祉法人福島県済生会済生会福島総合病院、社会医療法人福島厚生会福島
第一病院、一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院、一般財団法人温知会会津中央病院、公益財団法人ときわ会常磐病院　など

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

7

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
URL  http://www.i-medical.jp/

72
■進学者数 0
■その他

臨床工学技士国家試験再受験に向けて自宅学習（8人）
※就職希望者のうち未内定者1名は5月23日に内定

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 113

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,390

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 210

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数 113

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 7

0

うち必修授業時数 3,390

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 210

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 6

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

②

②

③

②

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

企業と共同開発したCAトレーナー、3D心電図については委員から高い評価をいただいた。VRによる学習ソフトの導入も検
討してはどうかという意見をいただいたが、本物の質感に欠ける点と費用が高額であるという点から現在は導入を見送って
おり、今後のソフトの改良や価格の変動等を見守りたいとした。さらに、もっと若い世代に臨床工学技士の認知度を高める
ために何をすべきか、様々な議論を重ねた結果、出前講座等の実施や病院との連携などの検討も進めつつ、ひとまず今
年度は、小学生を対象としたおしごと講座を開催し、臨床工学技士の仕事の魅力を子どもたちに発信した。

塩田　博幸 国際医療看護福祉大学校臨床工学技士科　学科長

斉藤　孝之 国際医療看護福祉大学校臨床工学技士科　教員

安田　公彦 公益財団法人　会田病院　ME室副主任 令和7年4月1日～令和8年3月31日

名　前 所　　　属 任期

片岡　則之 日本大学工学部　機械工学科 令和7年4月1日～令和8年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
臨床工学技士の育成において、臨床工学技士法を鑑みつつ、医療現場が専門学校に望む教育内容を確認する。更に、地
域医療に貢献できる臨床工学技士を育成するため、病院並びに施設側、学生側双方にとって望ましい教育内容を提供す
べく、医療機関との連携を図りながら教育課程の改善を行う。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

委員会の目的として「教育課程編成の改善」を主とするため、本委員会を教務部の指導・助言機関として位置づけ、委員会
での協議事項を学校管理者で検討するとともに、本校及びグループ校の意見等を取り入れながら教育課程へ反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

朱　　　欣 会津大学　生体情報学講座 令和7年4月1日～令和8年3月31日

令和7年10月1日現在

入谷　隆一 日本大学工学部　臨床工学技士課程教室 令和7年4月1日～令和8年3月31日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回（8月、2月）

（開催日時（実績））
第1回　令和6年8月6日　15：30～17：00
第2回　令和7年2月21日　10：30～12：00

添田　信之 公益財団法人　星総合病院　技士長 令和7年4月1日～令和8年3月31日

佐藤　本実 国際医療看護福祉大学校　学校長

岡崎　史紹 国際医療看護福祉大学校　教務部長

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



ふくしま医療機器開発支援センター

医療機器
管理業務実習

太田西ノ内病院、星総合病院、須賀川病院、
大原綜合病院、わたり病院、会津中央病院、
いわき市医療センター、竹田綜合病院　等

太田西ノ内病院、星総合病院、須賀川病院、
大原綜合病院、わたり病院、会津中央病院、
かしま病院　等

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実習を通して生命維持管理装置等の医療機器が臨床医学の分野でどのように活用されているのかを理解させるとともに、
医療に携わる技士としてのモラルと自覚を修得させる。また、将来、医療従事者としての医療の質の向上及び発展にどの
ように寄与すべきなのか認識させ、チーム医療の一員としての資質を養うことを目的とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

生体機能代行
技術実習
（臨地実習前）

ふくしま医療機器開発支援センター

臨床実習各論
（臨地実習後）

企業連携の方法

施設をお借りするとともに
生体をご準備いただき、左
記実習を実施させていただ
いている

施設をお借りするとともに
生体をご準備いただき、左
記実習を実施させていただ
いている

実習を依頼する病院・施設
より予め承諾書をいただ
き、協定を取り交わしてい
る。

実習を依頼する病院・施設
より予め承諾書をいただ
き、協定を取り交わしてい
る。

生体（動物）を用いた生体機能代行技術
や、様々な症例に関する搬送・診断・治療
経過を学び、実際の手技・技術を実体験
するだけではなく、他職種理解や生命倫
理を学び、臨床実習後の振り返りとする。

生体（動物）を用いた生体機能代行技術
を学び、実際の手技・技術を実体験する
だけではなく、他職種理解や生命倫理を
学び、臨床実習への糧とする。

学内講義・演習を踏まえ、実際の
臨床現場で医療機器の管理につ
いて学ぶ。

学内講義・演習を踏まえ、実際の
臨床現場で血液浄化療法を学ぶ。

血液浄化療法
関連実習

科　目　概　要

呼吸療法
関連実習

実習を依頼する病院・施設
より予め承諾書をいただ
き、協定を取り交わしてい
る。

学内講義・演習を踏まえ、実際の
臨床現場で呼吸療法を学ぶ。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

実習の目標や課題を明確にし、実習指導者は、到達度・評価を項目別に点数化する。評価表は文書にて作成し、各学生に
返却。返却時に内容を伝達し、本人の改善点を明示して今後のスキルアップを図る。

太田西ノ内病院、星総合病院、須賀川病院、
福島県立医科大学附属病院、いわき市医療セ
ンター、竹田綜合病院　等

循環器
関連実習

実習を依頼する病院・施設
より予め承諾書をいただ
き、協定を取り交わしてい
る。

学内講義・演習を踏まえ、実際の
臨床現場で循環器について学ぶ。

太田西ノ内病院、星総合病院、須賀川病院、
福島県立医科大学附属病院、いわき市医療セ
ンター、竹田綜合病院　等

治療機器
関連実習

実習を依頼する病院・施設
より予め承諾書をいただ
き、協定を取り交わしてい
る。

学内講義・演習を踏まえ、実際の
臨床現場で治療機器について学
ぶ。

太田西ノ内病院、星総合病院、須賀川病院、
福島県立医科大学附属病院、いわき市医療セ
ンター　等



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 専任教員

生体を用いた手術研修、動物倫理研修、新しい医療機器のデータ取り

対象： 専任教員

全国統一模擬試験　出題問題検討会議

2024年度一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会　教員研修会 連携企業等： 一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会

2024年6月1日～2日 対象： 専任教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
専門教育における教員には、授業を通して医療・福祉現場のたゆまぬ進歩の状況を学生に伝えられる知識と、学生の内面を理解した授業スキルの
向上が求められる。そのため、就業規則第57条等による研修体制を充実させることで日々の研鑽を図る方針を推進している。各教員の専攻分野に
おける実務に関する研修については教務部の年度ごとの計画に沿って、指導力の修得・向上に関する研修については各教員の契約形態や勤続年
数に応じて、定期的・計画的な研修を受講させている。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

透析技術認定士更新の為のe-ラーニング及び学会への参加

教育プログラム研究会 連携企業等： 一般財団法人ふくしま医療機器産業推進機構　泉工医科工業株式会社

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

研修については、就業規則第57条に以下の通り記載がある。
第57条（教　　育）
　　　　　　学園は職員に対して一般的、又は職務上必要な次の教育を行う。
　　　　（１）新入社員教育
　　　　（２）一般的な知識及び情操に関する教育
　　　　（３）専門的な知識、技能に関する教育
　　　　（４）管理、監督者教育
　　　　（５）諸法規、諸規程に関する教育
　　　　（６）安全衛生教育
　　　　（７）安全運転教育
　　　　（８）その他必要と認められる教育
　　　２．　職員は、学園の行う教育に積極的に出席しなければならない。
　　　３．　職員は、学園から園外研修講座に受講を命ぜられたときは、積極的に
　　　　　受講し、かつ復命しなければならない。

透析技術認定士　認定更新研修 連携企業等： 医療機器センター

令和6年 4月3日～9月27日 対象： 専任教員

2024年5月11日～12日 対象： 専任教員

生体を用いた手術研修、動物倫理研修、学外研修におけるプログラム研究

教育プログラム研究会 連携企業等： 一般財団法人ふくしま医療機器産業推進機構　泉工医科工業株式会社

2024年10月19日～20日

②指導力の修得・向上のための研修等

タスクシフトについて、告示研修について、教育改革・カリキュラムについて

ハラスメント防止研修 連携企業等： 国際総合学園

令和6年7月18日 対象： 専任教員

職場におけるハラスメント防止へのｌ心構え

試験委員会　統一模試問題検討会議 連携企業等： 一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会

2024年10月12日、11月9日



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

2025年10月11日 対象： 専任教員

体外循環関連の学会

「すらら」操作活用研修 連携企業等： 株式会社すららネット

2025年9月30日 対象： 専任教員

医療技術向上・医療機器開発

産官学生体研修研究会 連携企業等： ふくしま医療機器開発支援センター・泉工医科工業株式会社・オペパーク・アイカムスラボ・朝日ラバー

2025年10月18日～19日 対象： 専任教員

医療技術向上・医療機器開発

体外循環技術学会 連携企業等： 医療機器販売会社

産官学生体研修研究会 連携企業等： ふくしま医療機器開発支援センター・泉工医科工業株式会社・オペパーク・アイカムスラボ・朝日ラバー

2025年5月24日～25日 対象： 専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

すららの機能説明と活用方法について

試験委員会　統一模試問題検討会議 主催（連携）企業等： 一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会

2025年10月12日、11月8日 対象： 専任教員

全国統一模擬試験　出題問題検討会議

ハラスメント防止研修 連携企業等： 国際総合学園

令和8年2月20日 対象： 専任教員

職場におけるハラスメント防止へのｌ心構え



種別

教育関係

企業等委
員
企業等委
員

校友会

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校・評価委員会・本部による点検後の自己点検評価に基づき、不備な点の改善、方向性、及び次年度以降の解決・取組
課題を具体化し、学校の質保証・向上に努めております。委員からは就職内定状況や国家試験不合格者への対応につい
て意見があり、国家試験合格が就職内定に直結するため、国家試験対策などに十分時間をとるため、教員の負担軽減等
を検討する事になった。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 管理運営
（１０）社会貢献・地域貢献 社会的活動
（１１）国際交流 国際交流

令和7年10月1日現在

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念、教育目的、教育目標
（２）学校運営 教育の内容・管理運営・改革改善

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者評価については、文部科学省策定の「専修学校における学校評価ガイドライン」をベースに、任意団体である
全国専門学校経営研究会（加盟校:26法人113校）により協議検討を重ねた「自己点検・評価基準」を主に、点検基準表を策
定し、学校が委員会等の点検・評価を基に作成し、学校長が再点検の上、学校運営に反映させる方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

片岡　則之 日本大学工学部　教授
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

清水　一浩 東北健康福祉株式会社　代表取締
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

（６）教育環境 教育の実施体制
（７）学生の受入れ募集 学生支援
（８）財務 管理運営（法人）

（３）教育活動 教育の内容
（４）学修成果 教育目標の達成度と教育効果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://i-medical.jp/

公表時期： 令和7年10月1日

総合南東北病院グループ看護部局長兼顧問
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

安田　公彦 校友会会長
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

窪　睦子

http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/


５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 学科別カリキュラム・特色・資格・就職実績
（３）教職員 専任教員・兼任教員紹介・数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・就職指導

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
当校の教育内容、内部活動、外部活動、資格・表彰、また学校経営に係る事項等の実績については、公益法人として、関
連団体・関連業界・学生就職先のほか、広く万人に発信する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要・教育理念・教育目標

（８）学校の財務 収支決算書
（９）学校評価 自己点検評価結果
（１０）国際連携の状況 留学生状況・国際提携校・国際交流活動

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事・対外活動・イベント・施設・設備
（６）学生の生活支援 各種奨学資金・学生寮・住居紹介
（７）学生納付金・修学支援 各種奨学資金・学費サポート・特待生制度

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://i-medical.jp/
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生涯学習・編入学等
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/
http://i-medical.jp/


必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○ 物理学Ⅰ
臨床工学技士が使用する治療機器に必要と
する物理学的知識の基礎を学ぶ。

1
年
前
期

60 2 ○ ○ ○ ○

2 ○ 物理学Ⅱ
臨床工学技士が使用する治療機器に必要と
する物理学的知識を深める。

1
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

3 ○ 数学
臨床工学技士に必要とされる数的知識の基
礎について学ぶ。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

4 ○ 医学英語
臨床の現場に必要とする英語の基礎及び英
語の文献を読めるようにする。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

5 ○ 医療倫理学
弱い立場から物事を考えるような思考力を
身に付ける。

1
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

6 ○ 社会学
臨床現場で必要とされる社会福祉や、公的
援助などについて学ぶ。

1
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

7 ○
コミュニケー
ション学

社会人として必要とされるコミュニケー
ションスキルを身に付ける。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

8 ○
プレゼンテー
ション学

表現力及びリーダシップを高めることを目
的とし、プレゼンテーション学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

9 ○
ビジネス実務
（マナー・文
書）

患者様との接客並びにビジネス文章の読み
書き等を理解できるようにする。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

10 ○
人体の構造及
び機能Ⅰ

人体の構造と機能を学び、臨床医学の理解
を深める。

1
年
通
年

120 4 ○ ○ ○

11 ○
人体の構造及
び機能Ⅱ

さらに高度な人体の構造と機能を学び、臨
床医学の理解を深める。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

12 ○ 医学概論
医学の本質を理解し、医学と医療の関係に
ついて学ぶ。

1
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

13 ○ 公衆衛生学
人々の暮らしと生活について考え、様々な
社会的問題について学ぶ。

3
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

14 ○ 臨床生理学
生体の機能を学び、それらの生理的概念の
理解を深める。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

15 ○ 臨床生化学
生体分子を構成している化学物質や細胞、
代謝、臓器、免疫等を学び、臨床医学への
理解を深める。

1
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 関係法規
臨床工学技士並びに医療現場における関連
法律等について学ぶ。

3
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

17 ○ 臨床薬理学
臨床工学技士が使用する薬理について学び
その使用方法について理解をする。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

18 ○ 病理学概論
臨床工学技士に必要とされる疾患の成り立
ちの基礎について学ぶ。

1
年
前
期

30 1 ○ ○ 〇

19 ○ 医療福祉概論
保健医療福祉の向上のために、医療倫理、
在宅医療、地域包括ケアシステムについて
学ぶ。

1
年
前
期

30 1 〇 〇 〇

20 ○ 応用数学Ⅰ
基礎的な数学を学び臨床工学技士に必要と
する工学分野における応用力を高める。

2
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

21 ○ 応用数学Ⅱ
臨床工学技士に必要とする工学分野におけ
る応用力を高める。

2
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

22 ○ 電気工学Ⅰ
電気工学の基礎を学び、電気的素子につい
て理解する。

1
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

23 ○ 電気工学Ⅱ
直流・交流の違いを理解し、電気工学の応
用について学ぶ。

1
年
後
期

60 2 ○ ○ ○ ○

24 ○ 電気工学技術
国家試験過去問題を通して問題の解き方を
学び応用力を高める。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

25 ○ 電子工学Ⅰ
電子工学の基礎を学び、電子的素子につい
て理解する。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

26 ○ 電子工学Ⅱ
電子的素子の動作原理について理解し、そ
の応用について学ぶ。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

27 ○ 電子工学技術
国家試験過去問題を通して問題の解き方学
び応用力を高める。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程　臨床工学技士科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
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28 ○ 機械工学Ⅰ
物理学で学んだ基礎を用いて機械への応用
力を高める。

2
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

29 ○ 機械工学Ⅱ
機械工学Ⅰで学んだことを活かし、生体の
機械的要素について学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

30 ○
システム・情
報処理工学Ⅰ

コンピュータシステム（ハード、ソフト）
の基本構成及び機能を学ぶ。

2
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

31 ○
システム・情
報処理工学Ⅱ

コンピューター技術Ⅰで学習した内容の応
用力を高める。

3
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

32 ○
コ ン ピ ュ ー
ター技術Ⅰ

パソコンの基本スキルや、文書作成力を高
め検定試験の合格を目指す。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

33 ○
コ ン ピ ュ ー
ター技術Ⅱ

パソコンの基本スキルや、グラフや表の作
成等について学び検定試験の合格を目指
す。

3
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

34 ○ 医用工学概論
臨床に関わる工学的分野の概要を学習す
る。

1
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

35 ○
生体物性工学
Ⅰ

生体の物理的特性について学ぶ。

2
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

36 ○
生体物性工学
Ⅱ

物性工学Ⅰや機械工学で学んだことを活か
し、生体の物理的特性についての問題対応
を行う。

2
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

37 ○ 医用材料工学
臨床現場で用いられる様々な医用材料につ
いて学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

38 ○ 計測工学
医用生体計測装置学の分野に必要とする基
礎的な計測工学を学習する。

1
年
後
期

30 1 ○ ○ ○

39 ○
放射線工学概
論

放射線特性全般から医療応用まで、放射線
について全般的に学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○

40 ○
医用治療機器
学Ⅰ

医療機器の原理、操作方法、実際の使用に
ついて基本的な練習を行う。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

41 ○
医用治療機器
学Ⅱ

医療機器の原理、操作方法、実際の使用に
ついての理解を深める。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

42 ○
生体計測装置
学Ⅰ

生体計測装置における基礎及び原理を学
ぶ。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

43 ○
生体計測装置
学Ⅱ

生体計測装置の使用方法及び安全性につい
て学ぶ。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

44 ○
臨床支援技術
学

医療機器を介した臨床支援が必要とされる
症例の病態や検査・治療法の実際、手技に
ついて理解する。

3
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

45 ○
呼吸療法装置
学Ⅰ

人工呼吸器・酸素療法・高気圧酸素治療装
置について、原理・構造・保守管理につい
て学ぶ。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

46 ○
呼吸療法装置
学Ⅱ

生命維持管理装置である人工呼吸器の原
理・構造を工学的に理解し、その適正かつ
安全な使用法や保守管理に関する実践的知
識・技術を修得する。

3
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

47 ○
体外循環装置
学Ⅰ

人工心肺装置を使用する様々な病気や状態
について基礎的なことを理解する。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

48 ○
体外循環装置
学Ⅱ

人工心肺装置の動作について理解し、補助
循環装置の理論について理解する。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

49 ○
血液浄化療法
装置学Ⅰ

血液浄化療法の必要性や、現状について理
解する。

1
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

50 ○
血液浄化療法
装置学Ⅱ

血液浄化療法に必要な病原や治療法につい
て理解する。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

51 ○
医用機器安全
管理学Ⅰ

安全管理に関する基礎的な知識を身に付け
る。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

52 ○
医用機器安全
管理学Ⅱ

臨床の現場における安全管理について学
ぶ。

2
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○

53 ○
リスクマネー
ジメント

医療事故を題材に、原因・対策について、
ディスカッションしていく。

3
年
通
年

60 2 ○ ○ ○

54 ○
臨床医学技術
学

臨床工学業務を行う上で必要な関連疾患の
病態生理、検査・診断および治療法を理解
する。

2
年
後
期

30 1 〇 〇 〇 〇

55 ○
臨床医学総論
Ⅰ

内科学概論、代謝・内分泌疾患、腎泌尿器
疾患、滅菌消毒学について学ぶ。

2
年
前
期

60 2 ○ ○ ○

56 ○
臨床医学総論
Ⅱ

感染症、神経病学、循環器学、外科学概論
について学ぶ。

2
年
後
期

60 2 ○ ○ ○

57 ○
臨床医学総論
Ⅲ

消化器学、呼吸器学、血液学、麻酔集中治
療医学について学ぶ。

3
年
前
期

60 2 ○ ○ ○



58 ○
血液浄化療法
関連実習

学内講義・演習を踏まえ、実際の臨床現場
で血液浄化療法を学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

59 ○
呼吸療法関連
実習

学内講義・演習を踏まえ、実際の臨床現場
で呼吸療法を学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

60 ○
循環器関連実
習

学内講義・演習を踏まえ、実際の臨床現場
で循環器について学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

61 ○
治療機器関連
実習

学内講義・演習を踏まえ、実際の臨床現場
で治療機器について学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

62 ○
医療機器管理
業務実習

学内講義・演習を踏まえ、実際の臨床現場
で医療機器の管理について学ぶ。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

63 ○
生体機能代行
技術実習（臨
地実習前）

生体（動物）を用いた生体機能代行技術を
学び、実際の手技・技術を実体験するだけ
ではなく、他職種理解や生命倫理を学び、
臨床実習への糧とする。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○ ○

64 ○
臨床実習各論
（ 臨 地 実 習
後）

生体（動物）を用いた生体機能代行技術や、様々な症例
に関する搬送・診断・治療経過を学び、実際の手技・技
術を実体験するだけではなく、他職種理解や生命倫理を
学び、臨床実習後の振り返りとする。

3
年
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○ ○

65 ○
臨床工学総合
学Ⅰ

臨床実習前指導、実習後指導を行う。

3
年
通
年

120 4 ○ △ ○ ○

66 ○
臨床工学総合
学Ⅱ

国家試験合格に向けた工学系対策を行う。

3
年
後
期

120 4 ○ △ ○ ○

67 ○
臨床工学総合
学Ⅲ

国家試験合格に向けた医学系対策を行う。

3
年
後
期

120 4 ○ △ ○ ○

67

期
週

合計 科目 113 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 全科目の単位を履修すること
履修方法： ①3分の2以上の出席率　②定期試験等の結果がC評定以上

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


